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実行計画書 
 

 

 

2023 年 11 月 4 日 

 

 

 ［運動事業名］ 

1. 合同懇談会の企画・実施 

2. 第 54 回秋田ブロック大会 in 大館の企画・運営 

3. ブロック内褒賞事業の実施及びその他褒賞に関わる事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益社団法人日本青年会議所 東北地区 秋田ブロック協議会 

2024 年度 ブロック大会運営委員会 委員長 荒川 洋介 
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1. 委員会の設置背景 

明るい豊かな社会の実現のため、より良い運動を展開するには各 LOM の方針や運動を共有することで

ベクトルを合わせることが重要です。メンバー同士が相互理解を深めることで他者を思いやることの

できる親切心を養い、最大限運動を発信する場の創出が必要です。 

 

2. 委員会の設置目的 

各 LOM、ブロックの方針や運動に共感を創出し、メンバーが親切心あふれる能動的なリーダーへ成長す

るきっかけをつくります。 

 

3. 政策手法 

◆委員会の政策手法 

①運動事業名:2024 年度合同懇談会  

事業手法: 秋田ブロック協議会役員、各 LOM 理事長よりそれぞれ 2024 年度基本方針及び事業計画に

ついてご説明いただきます。 

◆秋田ブロック協議会会長より秋田ブロック協議会 2024 年度基本方針説明  

◆秋田ブロック協議会役員より秋田ブロック協議会各委員会 2024 年度事業説明  

◆各 LOM 理事長より 2024 年度基本方針及びスローガンの説明 

 

（1）実施日時/期間:2024 年 2 月 

（2）場所:秋田市内 

（3）予算総額：126,000 円  

（4）事業対象者：各 LOM メンバー 

（5）成果目標：各 LOM メンバーの運動に対する意欲の向上。  

（6）パートナー 

   1）なし 

 

②運動事業名:第 54 回秋田ブロック大会 in 大館 

事業手法:各 LOM メンバーの相互理解を深めるために、ブロック大会の式典を実施し、関係各位にブ

ロックへのご理解とご協力、そして、ご支援に対する感謝の気持ちをお伝えします。合わせて本年

度の運動内容を発信します。最後に次年度会長候補者及びブロック大会開催予定地を発表いたしま

す。 

 

（1）実施日時/期間:2024 年 7 月 

（2）場所:大館市 

（3）予算総額：300,000 円  

（4）事業対象者：各 LOM・関係諸団体 

（5）成果目標：秋田ブロックの運動へ理解を深め、個人の成長を図ります。  
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（6）パートナー 

1)大館市（協力） 

2)大館 JC（連携） 

 

③運動事業名:2024 年度秋田ブロック褒賞事業  

事業手法: 事業に対する視野を広げ、各 LOM が展開する運動に誇りを持つために、運動の発信を行い

ます。秋田県内各 LOM より事業のプレゼンテーションを行っていただき、外部審査員による審査の

後、特別賞、優秀賞、大塚賞の発表をいたします。 

 

（1）実施日時/期間:2024 年 5 月～2024 年 7 月  

（2）場所:大館市 

（3）予算総額：120,000 円  

（4）事業対象者：秋田県内各 LOM 

（5）成果目標：各 LOM の事業に共感することでさらなる運動のきっかけを作ります。 

（6）パートナー 

1)審査員（協力者） 

2)日本 JC 各会議委員会（協力） 

3)東北地区協議会総務広報委員会（協力） 
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